
賃貸住宅は概ね 10 ～ 15 年に 1 度、修繕工事が必要となります。
まずは、物件の過去の修繕履歴を確認し、修繕計画を立ててみましょう。
足場を組む必要がある屋根と外壁工事は、同時期に行うと総額を圧縮できる
可能性があります。また修繕工事は、一括で経費に算入できるため所得税を
　　　　　　　　下げることができますので計画的に工事を実施しましょう。

1.地域社会の住生活の満足度をより高める。

2.資産家の収益の最大化を計り、資産価値をより高める。

3.従業員の物心両面の幸せをより高める。

1.顧客に感動を与える、より高付加価値サービスの提供。

2.顧客へのさらなる満足の提供の為に、経営者及び従業員一同心を高め常に自らを磨く事に努める。

3.常に感謝の気持ちを忘れず利他の心を持ち続け世の為人の為に誠実に行動する。
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建物修繕・設備交換時期を把握するメリット
お世話になっております。 ＰＭ事業部の蛭田紀子です。
総務省が発表した２０１３年の全国の空家率は１３.５％となり、 ２０２３年には２１％になると
言われております。 オーナー様の賃貸住宅経営の大きな不安要素である 『空室』 を減
らすために、建物と設備のメンテナンスは欠かせません。
今月は、賃貸住宅の主な修繕内容と時期について、おさらいしてみましょう。
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部位 内容 修繕･交換時期

鉄部
（パイプスペース･扉など）

錆取り ・ 塗装 ５～８年

本体交換 １０年住宅用火災警報器

洗浄 ・ 防水 １０年～１５年共用階段 ・ 廊下

塗装 ・ 防水 １０年～１５年屋根 ・ 屋上

塗装･シーリング打替･タイル洗浄 １０年～１５年外壁

防水 １２年～１５年バルコニー

本体交換 ２５年～３５年玄関扉

　　　　　　 損壊･破損後は、補修ではなく
交換になるため、 通常工事代金に比べ
割高になる可能性があります。 　

屋根に苔が発生し膨張により
ひび割れの危険性が高まる

外壁の破損箇所から雨水が侵入
し外壁交換が必要になる

■建物内部 （主なもの）

部位 内容 修繕･交換時期

本体交換 １０年～１５年エアコン ・ 給湯器

本体交換 １５年～２０年洗面台 ・ ＵＢ

配管交換 ２５年～３５年給排水管

張り替え ６年～１０年クロス･クッションフロア

　　　　　　 入居者の不満が募ると退去
されてしまい、 空室が増えることに
なりかねません。
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